
�東日本大震災は、中部地域にも大きな影響を及ぼした。平成２３年３月の鉱工業生産
指数（以下、略して「ＩＩＰ」と表記）は、過去最大の低下（前月比▲１８．１％）を記録した。

�ただし、４月を底に３カ月連続で上昇し、６月には前月比＋１１．８％と過去２番目（１番は
和 年 な など 強 持 直 動きが れ

～震災直前の約９割の水準にまで持ち直しており、生産は増加している～

※比較可能な昭和３４年２月以降、過去最大の下落率（伊勢湾台風時の前月比▲１３．５％をも凌ぐ下落率）。
※特に東海地域は、全国の中では、被災した東北地域に次いで大幅な下落率を記録。

平成２３年９月１４日
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昭和３４年１１月の＋１９．４％）の上昇となるなど、力強い持ち直しの動きがみられた。

図１－１.全国・各地域のＩＩＰ 図１－２.平成２３年２月を基準とした全国・各地域のＩＩＰ
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（２００５年＝１００、季節調整済指数） （全国・各地域それぞれにおいて震災前の直近の２月を１００とした場合の季節調整済指数）

平成２３年３月
の前月比

全国：▲１５．５
東北：▲３５．１
中部：▲１８．１
東海：▲２０．３
北陸：▲ １．１
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�中部地域では、業種別に震災の影響を見ると、輸送機械は、５月に上昇に転じている。
鉄鋼業は、その翌月に上昇の動きを示している。
（※東北地域からの半導体や樹脂などの部品供給が寸断し、完成車の生産は、１カ月ほど滞った。）

�一般機械は、部品供給の寸断が部分的であったこともあり、下落幅は小さく、４月には
持ち直しの動きがみられる。

�食料品は、東北地域からの代替生産により上昇した様子がうかがわれる。

図２－１.主要業種のＩＩＰ 図２－２.平成２３年２月を基準とした主要業種のＩＩＰ
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2

各業種それぞれにおいて震災前の２月を
１００とした場合の季節調整済指数



直近５カ月における前月比寄与度（％ポイント）

�業種別前月比寄与度を見ると、鉱工業の生産の低下・上昇は、輸送機械の低下・上昇
が圧倒的に寄与している。また、寄与は小さいものの、低下では電子部品・デバイスが、
上昇では一般機械、電気機械などが続いている。

�財別を見ると、低下では生産財の寄与が大きい。上昇では５月は耐久消費財（乗用車
など）が最も大きく、６月は生産財（自動車部品など）が最も大きく寄与している。

�このことから、全国の中で最も輸送機械のウェイトの大きい東海地域が、東北地域に次ぐ
大きな影響を受けたことや、生産の持ち直しは、乗用車生産から自動車部品生産へと
波及している様子がうかがえる。

図３－１.直近５カ月の業種別前月比寄与度 図３－２.直近５カ月の財別前月比寄与度
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図３ １.直近５カ月の業種別前月比寄与度 図３ ２.直近５カ月の財別前月比寄与度
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�自動車関連品目（輸送機械、鉄鋼業、窯業土石業などから自動車生産関係品目を抽出）
（鉱工業の生産指数ウェイト10000のうち、自動車関連品目は4353.3に相当)で見ると、

1. ５月には、乗用車やバス・トラック、自動車部品（シャシー・車体部品、乗用車用エアコン
など）が前月比でプラスに転じており、完成車や自動車部品を中心に回復している。

2. ６月には、鋼材や鋳物やばねなどが前月比でプラスに転じており、サプライチェーンの
立て直しが進み、完成車生産の再開による部品部材の出荷が可能となり、自動車関連
産業全体へ本格的な持ち直しの動きが広がった。
なお、輸出比率の極めて高い部品については、震災の前後で動きが小さく、震災の影
響は少なかった品目もある。
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図４－２.主な自動車関連品目の対前月増減率の推移
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図４－１. 自動車関連品目のＩＩＰ

５月に前月比が
プラスに転じた品目

６月に前月比が
プラスに転じた品目


